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               審   査   の   要   旨 
  
本研究において、松田氏はGPR40/FFAR1の過剰発現が糖負荷後のインスリン分泌亢進作用に伴う耐糖能
の改善作用に関与していることを明らかにした。また、GPR40/FFAR1が新規糖尿病治療薬のターゲット分
子として有用であることを示した点は意義深い。GPR40/FFAR1作動薬は、低血糖作用のリスクの少ないイ
ンスリン分泌促進薬として新規2型糖尿病治療薬になり得る可能性がある。審査では本研究の生物学的意
義と応用について質疑が行われた。松田氏は、論理的に議論を進め、適切に回答した。その結果、本学位
論文が学術的に優れた内容であることが確認された。 
平成29年1月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
